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新年明けましておめでとうございます。
皆様には健やかな新年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。旧年中に賜りました
ご厚情に深く感謝申し上げます。本年もよ
り一層のご支援を賜わりますよう心よりお
願い申し上げます。

昨年は、年明け早々能登地方で大地震が
発生、その後全国各地で線状降水帯による
豪雨により多くの犠牲者がでて、自然災害
の恐ろしさを痛感させられました。農業で
も例年にない夏場の酷暑により野菜が
不作、酪農では死亡牛が多発し生産量が減
少するなど、異常気象の影響を多くうけま
した。

畜産については、生産コストの多くを占
める穀物、乾牧草価格が高止まりする一方、
販売価格は、物価高騰の影響で、比較的安
価な鶏肉、鶏卵、豚肉を除き低迷しました。
特に肥育、繁殖経営は、高価格帯である牛
肉の消費量が大きく減少したことにより、
肥育牛価格が値下がりし、子牛価格も40万
円台が続く厳しい状況となりました。

また、鳥インフルエンザは、過去最も早
く発生、その後続発しており、豚熱も侵入
が危惧されるなど、不安を抱えたままの年
越しとなりました。

こうした中、全国優良畜産経営管理技術
発表会で、笠岡市の平野耕平氏が「自給飼
料を軸に地域とともに、家族でやってい
く」が高く評価され最優秀の農林水産大臣
賞を受賞されたことは、明るい話題であり
ました。

今年は、四半世紀ぶりに改正された食料、
農業、農村基本法に基づき食料安全保障の
強化を柱とした具体的な基本計画が策定さ
れる重要な年であります。我が国は、こ
れまで食料を必要な時必要な量を輸入でき
てきましたが、現在は世界各地での紛争や
異常気象による食料生産の不安定化、人口
急増による需要拡大等により輸入が難しく
なっており、食料の安定的な確保が喫緊の
課題であります。この機に農業が安定的な
所得が得られ、持続的な経営安定が図られ
るよう、国には実効性ある取り組みを期待
したいと思います。

畜産協会としては、今後も飼料価格の高
止まりは続くことから、生産コストの低減
と生産性向上ための取り組みを一層進めて
参ります。自給飼料増産のため、耕種との
連携強化を一層進め、飼料用稲の専用品種
への転換や作付け拡大、さらには牧草や飼
料用トウモロコシなどの増産にコントラク
ターや関係団体と一丸となって進めます。

また、経営診断を通じて経営の見直しや
融資計画への支援、畜産クラスター等各種
補助事業の生産現場への誘導、価格安定対
策の迅速な執行、ワクチン接種による疾病
発生防止など経営安定に努めるとともに、
担い手確保、女性の経営参画推進、県産畜
産物の消費拡大支援も行って参ります。

本年が、畜産にとって希望のもてる素
晴らしい年になりますようお祈り申し上
げます。

新年にあたって

一般社団法人岡山県畜産協会
代表理事会長  柴田　範彦



2

新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、新年を健やかに

お迎えのことと、心からお慶び申し上げ
ます。

また、旧年中は県畜産行政の推進に格段
のご理解とご協力をいただき、誠にありが
とうございます。

さて、昨年を振り返りますと、豚熱が２月
と５月に栃木県の養豚場で発生し、その後
も岩手県、新潟県、愛媛県で発生が確認され
ました。また、県内では２月に初めて野生イ
ノシシで本病の発生が確認され、その後も
相次いで発生が確認されるなど、養豚場内
へのウイルスの侵入が危惧されているとこ
ろです。高病原性鳥インフルエンザについて
は過去最も早い10月中旬に北海道の養鶏場
で発生し、その後も国内の複数県で発生を
確認するなど予断を許さない状況となって
おります。これらの家畜伝染病の発生予防
には努めておりますが、発生時には関係者
の皆様方のご理解・ご協力が必要でありま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

さて、農林水産業を取り巻く状況は、人
口減少がもたらす国内市場の縮小や高齢化
等による担い手不足、さらには、不安定な
国際情勢による輸入原材料の高止まりやコ
ロナ禍を発端とした需給の変動により厳し
さを増しており、このため、「第３次晴れ
の国おかやま生き活きプラン」及び「21お
かやま農林水産プラン」並びに「岡山県酪
農肉用牛生産近代化計画」に掲げる施策を
推進し、儲かる産業として持続的に発展す
るためには、生産基盤の維持・強化による
経営体質の改善を図る必要があります。

本県の畜産業は、農業産出額の約４割を
占める基幹部門でありますが、持続可能な
畜産業として発展を図るため、耕畜連携に
よる自給飼料の増産・利活用の推進、家畜
改良等による生産性の向上、スマート農業
技術等を活用した飼養管理技術の高度化や
省力化、担い手の確保や地域ぐるみで収益
性の向上に取り組む畜産クラスターの構築
等により、生産基盤の維持・ 強化を積極的
に推進します。

また、高病原性鳥インフルエンザや豚熱
等の家畜伝染病については農場に対して、
飼養衛生管理基準の遵守指導の徹底と、発
生した場合の危機管理体制の一層の充実・
強化を図り、安全で高品質な畜産物の安定
供給に努めます。

さらに、県産畜産物の需要拡大のため、
「おかやま和牛肉」、「岡山市場発Ｆ１牛肉
清麻呂」及び「ジャージー牛乳・乳製品」
をはじめとする県産畜産物のブランド化や
消費拡大対策を引き続き推進します。

こうした取組は生産者、関係団体、行政
が連携して取り組んでこそ効果が表れるも
のであり、皆さま方には一層のご協力とご
支援をお願いいたします。

最後になりますが、令和７年は巳年で
す。蛇は脱皮を繰り返すことから、「復活
と再生」を連想させるとともに長寿なこと
にちなんで「神の使い」として崇められて
きました。このような巳年にあやかり、厳
しさが続く畜産情勢の中にあっても、この
難局を打破し力強く邁進する年になります
よう、皆様のご健康とご多幸を心から祈念
申し上げまして、年頭の挨拶といたします。

年頭の挨拶

岡山県農林水産部
畜産課長  森分　哲彦
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本県の畜産業、特に和牛繁殖経営は、全国の傾向と同様、高齢化や担い手不足などによ
り、経営戸数は年を追うごとに減少の一途をたどり、生産基盤が脆弱化しています。また、
慢性的な労働力不足に加え、畜産業の特性上、休日の確保がままならない労働環境は、経
営継続に支障をきたし、担い手の確保はもちろん、就農後の早期離脱が懸念されるところ
です。さらに、様々な要因から飼料や生産資材価格が高止まりしているうえ、物価上昇な
どによる消費の低迷が畜産物価格に影響を及ぼし、収益を不安定にするなど、経営環境は
厳しさを増しています。

この状況を個々で乗り越えるには限界があり、国や県の支援が必要不可欠ではあるもの
の、経営者同士が連携し、地域内さらには県内和牛経営者が一体となって対策を図りなが
ら、生き抜いていく必要があります。

そこで、本座談会では、高齢者にあっては経営継続の一助となり、また、担い手におい
ては休日確保につながる肉用牛ヘルパー活動について、実際に携わっている方々などから
効果や課題、今後の在り方などの意見や提案をいただくとともに、ヘルパー活動に限らず、
厳しい畜産情勢を生き抜くために、地域やＪＡを跨いだ県下全域での新たな取り組みや組
織体制の構築について考え、今後への足掛かりとするため意見交換を行いました。

 座談会出席者（敬称略）

西村　佳明（新見市　和牛繁殖農家）    
板坂　義昭（勝央町　和牛繁殖農家）
川本　梨絵（県農林水産部畜産課）　
山本　高宏（全農県本部畜産部）
舞原　正宏（岡山市農業協同組合）
大山　勝彦（晴れの国岡山農業協同組合）
金田　祐紀（晴れの国岡山農業協同組合
　　　　　　新見畜産事務所）
正木　英登（晴れの国岡山農業協同組合
　　　　　　津山畜産事務所）

来賓
森分　哲彦（県農林水産部畜産課）

座長　　
　築山　伴文（県畜産協会）

開会挨拶
　柴田　範彦（県畜産協会）
　　　　　　　　　柴田：本座談会は、厳

しい畜産情勢を生き抜
くために、県内和牛経
営者の連携強化につい
て議論するため開催し
た。特に肉用牛ヘル

一般社団法人岡山県畜産協会

「県内和牛経営者の連携強化で厳しい畜産情勢を生き抜く」
～労働環境の向上と新たな組織体制の構築に向けて～

〔新春座談会〕
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パーの強化など、労働環境の改善に関する

意見交換を目的としている。近年、県内の

酪農家と同様、肉用牛農家も激減した。特

に高齢の農家にとっては経営の継続が難し

くなっている。国が食料安全保障強化を喫

緊の課題として掲げる中で、経営規模の拡

大とともに、持続可能な経営環境の整備が

求められている。これには、価格転嫁への

支援だけでなく、農家同士や地域全体での

連携強化が重要だ。特にヘルパー活動の拡

充が労働力や休日の確保に繋がり、経営継

続に大きな役割を果たす。今日の議論を通

じて、県内の対策や国の支援について、忌

憚のない意見をいただければと思う。

　森分　哲彦（県農林水産部畜産課）

　　　　　　　　　森分：畜産業を取り巻

く環境は厳しく、特に

若い担い手の確保が大

きな課題となってい

る。若い世代は、働き

方改革やワークライフ

バランスを重視し、畜産業への参入には初

期投資や労働負担の軽減が求められてい

る。その中で、肉用牛農家へのヘルパー制

度など、柔軟な形での新規就農支援がます

ます重要となっている。また、地域連携の

強化が不可欠であり、これが担い手の確保

に向けた重要な一歩となると考えている。

皆様の貴重な意見を聞かせていただき、今

後の施策に反映させたい。

○自己紹介
西村：新見市で和牛改

良組合の副組合長（ヘ

ルパー部長）を務めて

いる。和牛15頭の繁殖

経営と運送業をしてい

る。労働従事者は妻と

母、子供は休日に手伝ってくれている。

　　　　　　　　　板坂：勝央町で和牛繁

殖を経営している。母

牛が100頭ぐらい。去

年から一部肥育も始め

た。現在非常に経営は

厳しい状況。粗飼料は

ほぼ100％自給している。配合飼料は高止

まりのため、今後は自家配合で低コスト化

したい。勝英地域にはヘルパー制度がない

ので立ち上げたい。

川本：県農林水産部畜

産課で肉用牛振興、ク

ラスター事業を担当。

皆様の意見を今後の施

策に反映させたい。

山本：全農畜産部部

長。全国和牛登録協会

岡山支部長も務めてい

る。皆さんのご意見を

伺い、業務に反映させ

ていきたい。
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舞原：岡山市農協で黒

毛和種の生産検査等を

担当。今年の子牛出荷

は300頭ほどを予定し

ている。

　　　　　　　　　大山：晴れの国岡山農

協営農部次長（畜産課

長）。畜産課に来る前

は畜産の知識が無かっ

た。農協合併から５年

が経つが畜産に統一的

なものがなかったので、一から始めている

状態。

金田：晴れの国岡山農

協新見畜産事務所で繁

殖農家に対する補助事

業関連の事務をしてい

る。その中でヘルパー

事業の事務局も兼ねて

いる。

　　　　　　　　　正木：晴れの国岡山農

協津山畜産事務所長。

昨年までヘルパー組合

の担当をしていた。

○ヘルパー制度の現状
築山：県内には晴れの国岡山農協管内の二

つの地域（新見市、津山市）にヘルパー組

織がありますが、岡山市農協管内にはあり

ません。地域としての必要性などを含め、

生産者の現状を教えてください。

舞原：酪農家から肉用牛農家に転向した人

は、最初にヘルパー制度について聞いてく

るが、ないと説明すると納得する。もとも

との肉用牛農家は制度があること自体を知

らない。

築山：新見と津山のヘルパー組合の取り組

みはどのような状況でしょうか。

金田：新見のヘルパー要員は15人。専任ヘ

ルパーはいない。農家は昨年の50戸から今

年43戸に減った。高齢の生産者が多いた

め、主に子牛市場への出荷と削蹄で利用し

ている。やはり、高齢の方は牛を扱うのが

危ないのでヘルパー制度を利用している。

また、多頭飼いの大きい農家においては、

人手が足りない時にヘルパーの要請があ

る。日常的な飼養管理は少ない。皆さん高

齢だが、傷病や冠婚葬祭時の利用も今のと

ころはない。

正木：組合員は70人程度。飼養管理・出荷・

削蹄・除角・放牧輸送の５つのメニューで、

年間1,400回くらいの利用がある。その中で

専門技術が必要な削蹄の利用が多い。子牛

の資質を向上させるために削蹄を推奨して

おり、半額補助もあるため利用が多いと思

う。飼養管理については傷病時ぐらいしか

ない。高齢農家からは飼養管理をお願いし

て旅行に行きたいと相談を受けたこともあ

るが、ヘルパー要員も農家のため調整がつ

かず、結局削蹄が中心になってしまう。

西村：ヘルパーは専従ではなく、自分で牛

を飼っている人ばかり。牛の扱いに慣れて

いるのでお願いはしやすい。事務局がとり

まとめて、希望者の近隣の人にお願いして

いる。出荷が主で、出荷頭数が多いときに

一人で対応しないといけないのが課題。今

のところクレームはなく、うまく回ってい
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ると思う。飼養管理の希望者はあまりなく、

冠婚葬祭などのときは、ヘルパーではない

近所の人に餌やりだけを頼む人が多い。堆

肥出しや機械の運送は大変な作業なので、

自分でやって人には頼まない。

築山：勝央地域にはヘルパー制度がありま

せんが、立ち上げることとなった目的や経

緯を教えてください。 

板坂：まずは子牛市場出荷時の活用。高齢

者が多いので、出荷時に牛を繋いだり、引っ

張ったりが出来ない人がいるため。あと

は、自給飼料でコントラに頼むほどではな

いが、ワラ集めのような簡易な作業を頼め

ればと思って。ただ、そういった依頼を受

けてくれる若い人を探すのが課題。

築山：おからくの酪農ヘルパー組合は専業

ヘルパーがいて傷病利用も多く、フル稼働

しています。一方、肉用牛の場合は補助事

業の関係もあり、地域内で生産者同士がお

互い支え合う互助制度が中心です。勝英地

域でヘルパー制度を立ち上げれば、県内で

カバーできる地域が増えますが、こういっ

た流れを全県対応として、晴れの国岡山農

協全体で取り組む意向はありますか？

大山：県北に農家は多いが職員が少ないと

いう現状があり、全県対応となると人員不

足で難しい。ただ、職員の牛との接触によ

る事故防止の観点など課題がいくつかある

ものの、必要性は十分理解している。

築山：市場での事故防止の観点から、全農

としては安全対策について、どのように考

えられていますか。

山本：市場で牛の誘導レールの導入を検討

している。

築山：県としては、今までの内容を聞いて

どのような考えをお持ちですか。

川本：ヘルパーとなる肉用牛農家も高齢化

しており、畜産経営を継続させていくため

には、地域間の連携が必要だと思う。

築山：農家の高齢化や休日の確保、農協

職員の人員不足などの課題がありますが、

これらを解消するためにヘルパー要員を

どのように確保すれば良いでしょうか。

今までの話では、二地域に限れば、現状

のヘルパー人員で対応できているように

も感じます。

西村：餌やりなど日常の飼養管理は近隣の

人に頼める。だから、家族で経営している

農家は泊まりがけの旅行もできなくはな

い。全共のときも餌やりは近隣の人に頼ん

だ。その程度でヘルパーを使う人は少ない。

一番必要なのは、市場出荷のとき。

板坂：新規で就農した当初は、一人でやっ

ていたので、会議に行く時などは、近隣の

仲間にお金を払ってお願いしていた。新規

や県外から就農した人は、ヘルパー制度が

あれば助かるはず。地域の若い農家に要員

となってもらうしかない。

築山：ヘルパー制度の事務局を担っている

方に伺います。この業務で事務局として、

どのようなことが大変ですか。

金田：新見は出荷ヘルパーが多いが、市場

の開催回数が増えたことで一回の頭数が減

り、一回当たりのヘルパー利用人数が減っ

た。その部分で、牛にあてがう人員の整理

がしやすくなった。

正木：申込書や報告書の事務に手がかかる。

また、出金と振込の手続きについても煩雑。

傷害保険にも加入してもらうが、作業形態

が要員によって異なるので、その分複雑に
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なる。ただ、補助事業で会検対象でもある

ため、書類の整理は必要。

築山：今のお話を伺うと、地域単位で取り

まとめをするのが望ましいと感じますが、

ヘルパー制度のない地域をどうするのか。

やはり、県内で一体化した体制作りが必要

だと思いますが。

板坂：ヘルパー制度において、地域ごとの

事情はあるが、やはり市場での牛の引き回

しが一番の問題。市場の活性化や安全性強

化のためにも、市場内での作業を手伝う

ことが出来る人を数名集めて、地域を越え

て希望者の牛を対応するといいのではない

か。そうなると県下統一した組織体制が必

要だと思う。

○和牛の資質を向上させるために
築山：現在、あらゆる経費が上がってい

る中で、子牛価格は令和４，５年と下がり、

令和６年はさらに厳しくなっています。

国や県の緊急対策が助けにはなりました

が一時的であり、生産者がやるべきこと

も残っています。当協会の調査では、自

給飼料の確保は有効だが多く作っていて

も経営が思わしくない人もいました。繁

殖成績の低迷や哺育の育成技術の未熟さ

など、飼養管理を見直すべきこともたく

さんありました。このような調査結果と

現状について、生産者の方はどのような

お考えをお持ちですか。

西村：確かに自給飼料を増やせば、飼料費

自体の抑制にはつながるが、燃料費などの

コストがかかる。購入飼料は今まで安かっ

たし、品質が安定していて使いやすかっ

た。少頭飼いの農家は手間や機械代がかか

るので、新たに手を出しにくい。後継者が

いない人はなおさら投資しない。飼料費が

上がるのは仕方ない部分もあるが、それよ

りも牛の価格が上がることのほうが大事。

築山：子牛の価格を上げるには、まず資質

の向上が必要ですが、それを地域全体で取

り組むことが重要だと考えます。地域にお

いて育成技術や繁殖成績を向上させる取り

組みなどがあれば教えてください。

西村：種がつかなければ早く出した方が良

いと助言することもあるが、その農家のこ

だわりもある。数頭しか飼っていない農家

は儲けより趣味。牛を売って生活を成り立

たせようと思えば、ある程度規模がなけれ

ば無理。そのあたりで飼養管理は個々に任

せているのが現状。

板坂：みんなどうやってやりくりしている

のか不思議。家族経営は人件費なしでやり

くりしている。

川本：県事業で、牛舎整備の補助などがあ

るが、経営面はない。国の経済対策による

交付金を活用した物価高騰の対策で助成が

できないか、現在検討しているところ。

築山：収益性を上げるには、やはり繁殖と

育成技術の向上が不可欠だと思います。そ

の中で、15年以上、和牛子牛資質向上対策

協議会で四ツ☆子牛など優秀な子牛の作出

に取り組んでいます。肉用牛に関するあら

ゆる組織が協力して活動しているところで

すが、必ずしも生産者の声を吸い上げきれ

ていないところもあります。今後は、生産

者自ら協議会の取り組みに声を上げていた

だけたらと思っています。

山本：資質向上対策協議会の会長を務めて

いるが、四ツ☆子牛とそれ以外の牛の価格
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差が10万円以上ある点は成果といえる。地

域ごとに指導しているので、地域の底上げ

に貢献していると思っている。

築山：全体の価格が低い時も四ツ☆子牛は

評価されて価格が高い現状があります。生

産者から見て、この取り組みをどのように

意識されていますか。

板坂：客観的な評価をしてもらえるのは良

い指標になっている。四ツ☆子牛が多い農

家の飼い方を紹介するなど、全体の認定率

を上げる取り組みをしてもらえたら。

築山：今認定率は頭打ちになっていて、上

がっていません。全体で上げていく方策は

ないでしょうか。地域部会で巡回指導をさ

れている農協に伺います。

舞原：農家から意見は特に聞かない。四ツ

☆子牛のマニュアルどおり飼うよう10年以

上指導しているが、農家のこだわりがある

ので指導を聞いてくれない。認定率の高い

農家の方法を紹介すれば聞いてくれるかも

しれないが。

西村：飼料高の現状では、飼料メニューの

変更は大変。母牛の入れ替えで能力の高い

牛を残すことが大事だと思う。

○オール岡山による取り組みの必要性
築山：地域全体での底上げをするためには、

例えば優良繁殖雌牛更新加速化事業などを

活用しながら、県全体で同じ方向に向かっ

て取り組みを推進することが重要だと思い

ます。その中で、生産者自らが方向を決め

ていくのが大事だと思いますが、各地域の

改良部会の代表が集まって意見交換などは

できないでしょうか。

舞原：まずはこれから先、経営を長く続け

ていく若い人たちに焦点を当てて、彼らに

役立つ取り組みや指導をした方が良いので

はないか。

西村：各地域には個々のブランドがあり、

組合を一つにするのは難しいと思うし、い

つ廃業するかわからない高齢の人には響か

ないと思う。ただ、耕種でも地域のブラン

ドはあるが、それなりに県下でまとまりが

ある。一方で畜産はまとまっていない。特

に和牛は青年部がない。

築山：若い人が勉強できる場を作ることは

とても大切だと思います。ただ、地域の中

で部会がない地域もあります。そのよう地

域は、意見が出せず取り残されてしまうの

ではないでしょうか。

舞原：岡山市農協の管内では、加茂川にし

か部会がないが、それ以外の地域はこれか

らも頑張ろうという和牛専門の若い人がい

ない。乳肉複合であれば、酪農協で対応し

ている。

板坂：勝英で統一的な組織の必要性を感じ

て、立ち上げようとして、周りの地域に声

をかけた。岡山市農協管内では必要性を感

じないかもしれないが、各地域部会の部会

長が集まるなど、県下全体の組織は必要だ

と思っている。

西村：地域間で温度差はある。県北は和牛

繁殖農家が多いが、県南では乳牛にETで

和牛を作っている人もいる。このような状

況を考えれば、和子牛生産農家の集まりと

しての部会を作ってみてはどうか。その時

には酪農協も入って協議してもらえば良い

と思う。

築山：令和４年度の和牛シンポジウムで、

鳥取県から講師をお招きし、県下統一の和
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牛繁殖生産者連絡協議会について紹介して

いただきました。生産者自身で県内和牛の

在り方を決め、更にはクレームのない市場

作りを目標に立ち上げられたそうです。こ

の時に、本県でも生産者自らがより良い方

向で意見を交わせる一体的な組織が必要だ

と感じました。

板坂：色々課題はあるにしろ、県下で統一

した意見をまとめて、要望する様な組織は

必要だと思う。

正木：津山・新見でのヘルパーは和牛改良

組合の一環として活動しており、いきなり

ヘルパー組織を統一するよりも、各部会の

部会長や部会がない地域では代表者が集

う、連絡協議会のようなものを立ち上げ、

そこでヘルパー活動についても協議が出来

れば良いと思う。

西村：和牛生産が盛んな県北やそれが少な

い県南といった区分けは関係なく、資質の

高い牛が産まれれば、飼養管理が上手い農

家に預けるなど、協議会みたいなものを

作って、地域を越えて連携できるようにな

ればと思う。

正木：組織形態は今後考えなくてはならな

いが、県下全域の和牛生産者が意見交換や

情報共有出来れば、陳情に行くとか市場の

運営に関わることなど皆で協議し合って作

り上げていくことが出来ると思う。

築山：本日は皆さんから様々な視点から貴

重なご意見を伺えました。県内和牛経営者

の連携強化で厳しい畜産情勢を生き抜く」

～労働環境の向上と新たな組織体制の構築

に向けて～と題して話しを進めました。厳

しい畜産情勢ですが、本座談会を契機に県

全体が一つとなって、特に若い人たちが中

心となって岡山県の和牛生産を盛り上げる

一助となることを願っています。本日はあ

りがとうございました。

閉会挨拶
　中塚　陽二郞（県畜産協会）

　　　　　　　　　本日の座談会では、

様々な貴重なご意見を

頂いた。ヘルパー制度

については検討の中で

具体的かつ前向きなご

意見をいただいた。ま

た、和牛農家が県下で統一して意見を述べ

られる連絡協議会のような場を立ち上げら

れればと感じた。特に将来のある若い担い

手の方々には、青年部のような統一した意

見を言える場も併せて立ち上げられればと

思う。大変厳しい畜産情勢ではあるが、そ

れぞれの農家が今後どのような経営を目指

すのかをしっかり意識し、我々指導機関は

その農家が目指しているものを共有して、

それに合った指導や支援をしていきたいと

思う。皆様にもご協力いただきたい。



10

　国内では、高病原性鳥インフルエンザ
や豚熱などの家畜伝染病が発生しており、
都道府県には平時から発生予防対策と、
発生時の迅速なまん延防止措置が求めら
れます。
　今回、これら家畜伝染病の発生状況と、
本県の対策について、紹介します。

１　高病原性鳥インフルエンザ
（１）国内における農場での発生状況
　令和６年シーズンは、これまでで最も早
く10月17日に北海道（肉用鶏農場）で発生
して以降、既に、昨シーズンの発生件数
を上回っており、最大限の警戒が必要です

（図１）。

（図１）国内のHPAI発生状況（農水HPより）

（２）本県の取組等
　本県では、農場に対し防鳥ネットの整備
や消毒の徹底など飼養衛生管理基準の遵守
指導を行うほか、埋却地の確保を指導して
います。
　また、令和４年の県内での連続発生を受
け、殺処分作業をより効率的に行い、速や
かに防疫措置を終了する方法を検討してい
ます。

　茨城県は、大規模農場で発生した際、捕
鳥ラックとコンテナハウスを用いた方法が
効率的であったと報告しています。捕鳥
ラックごと殺処分するため、効率的に行え
る方法ですが、コンテナハウスを利用する
ことから、場所の確保や運搬方法の検討が
必要となります。
　本県では、コンテナハウスの利用に課題
があるケースが多いため、軽量で運搬しや
すく、さらに省スペースで殺処分できる方
法を検討しているところです。

２　豚熱
（１）国内における農場での発生状況
　国内において、平成30年９月に岐阜県で
26年ぶりに発生して以降、農場で94事例

（R６. 11. ５現在）発生し、約40.3万頭殺処
分されています。

（表１）令和６年（2024年）の農場における発生状況

No. 発生場所 発生日 飼養頭数

１

豚一貫農場
（栃木県） ２月16日 約1,100頭

関連施設
（栃木県） 関連施設 （搬入頭数

26頭）　

２ 豚一貫農場
（栃木県） ５月26日 約16,000頭

３ 豚一貫農場
（岩手県） ５月28日 約17,500頭

４ 豚一貫農場
（新潟県） ８月14日 約450頭

５ 豚一貫農場
（愛媛県） 11月１日 約61頭

〔家畜衛生〕

家畜伝染病対策について
岡山県農林水産部畜産課
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（２）国内の野生イノシシ感染状況
　野生イノシシは、約8,000例の陽性が確認
されており、確認地点は、北海道と佐賀県
を除く九州以外の都府県で、全国に広がっ
ています。

（３）県内の野生イノシシ感染状況及び対策
　県では、県猟友会の協力のもと捕獲し
たイノシシや、県民からの通報で発見さ
れた死亡イノシシの豚熱検査を行ってお
ります。
　令和６年２月に、県内で初めて野生イノ
シシの豚熱感染が確認されて以降、これま
でに29頭確認されています（R ６. 11. 25
現在）。
　本県では、野生イノシシの豚熱感染が確
認された場合、速やかに全ての養豚農場に
情報提供及び注意喚起を行っており、あわ
せて、異常豚等の早期発見・早期通報、農
場への立入制限、車両等の消毒、畜舎への
野生動物の侵入防止など飼養衛生管理基準
遵守の徹底指導を継続しています。
　また、豚熱感染が確認された野生イノシ
シの発見・捕獲地点から半径10km圏内は、
野生イノシシ豚熱感染確認区域となり、こ
の区域内のイノシシの区域外への持ち出し
やジビエ利用については、自粛をお願いし
ています。

感染確認区域（令和６年11月25日時点）

円 ： 感染確認区域

（図２）県内野生イノシシ豚熱感染確認区域

　さらに、野生イノシシに免疫を獲得させ、
発症を抑えることで、豚熱のまん延を防止
するため、経口ワクチン（ワクチンの入っ
た包をトウモロコシ粉等で固めた四角形の
固体）（図３）を、市町村や県猟友会の協
力のもと、散布しています（図４）。

（図３）豚熱経口ワクチン

（図４）豚熱ワクチン散布地域

３　おわりに
　円安の影響もあり、海外からの観光客が
増加し、国際交流が活発になることは、家
畜伝染病が国内に侵入するリスクも高くな
るということから、注意していかなければ
なりません。
　今後は、高病原性鳥インフルエンザや豚
熱だけでなく、これまで国内では発生して
いないアフリカ豚熱にも備えた防疫体制を
整備していきたいと考えておりますので、
皆様の御理解と御協力をよろしくお願いし
ます。
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１　乳代への影響
　乳質は「乳成分」と「衛生的乳質」の２
つに分けられます。そのうち乳房炎の主な
原因である体細胞数や細菌数は「衛生的乳
質」に分類され、一定の基準を示した加減
算テーブル（表１、表２）により乳代へ加
算、減算されて単価が決定します。
　「乳成分」の数値は高いほど良く、反対
に「衛生的乳質」の数値は低いほど良いと
いう評価になります。
　今回は乳房炎の主な原因でもある「衛生
的乳質」に着目していきます。

表１　乳成分加減算テーブル
（中国生乳販売農業協同組合連合会　中販連だより
Vol.55より引用）

表２　衛生的乳質加減算テーブル
（中国生乳販売農業協同組合連合会　中販連だより
Vol.55より引用）

　乳質がどれだけ乳代単価へ影響するのか
をイメージするために、実際に計算してみ
ましょう。
　当所で成績を追跡しているX農場では９
月中旬の衛生的乳質が体細胞数5.3万/ml、
細菌数1.0万/mlで表２のAゾーンに該当し、
今回の単価は3.16円の加算金があり、基本
乳価との合計により単価は139.77円となり
ました。（表３）

表３　X 農場　９月中旬の乳代単価

体細胞数
（万/ml）

細菌数
（万/ml）

衛生的乳質 加減算単価
（円） 基本乳価

（円）
（B）

単価
（円）

（A+B）ゾーン単価
加減算
単価

（A）
X農場 5.3 1.0 A 3.16 3.16

136.61
139.77

加減算なしの
場合 25 5.0 0 136.61

　１日の生乳生産量が1,600kgの場合、加
減算のない場合と比較して１ヶ月あたりで
151,680円の差が生じることになります。
　体細胞数が30万/mlを超えてしまうと、
乳代単価は減額となってしまうため、減額
を防ぐためにも牛群検定成績の活用が重要
です。
　ただ、Sゾーン、Aゾーン達成により加
算されるゾーン単価は変動するため、上記
のとおりの金額になるとは限りませんが、
衛生的な飼養管理を行うことで収入に大
きな差が生まれることには間違いありま
せん。

２　体細胞数変動の推移
　体細胞数の推移について全国的なデータ
を見てみると、例年春から秋にかけて上昇
し、冬季には低くなる傾向があることがわ
かります。（図１）
　また、岡山県内で令和５年１月から12月
の間に牛群検定を受検した乳用牛のうち、

〔技術のページ〕

乳房炎による損失を減らすために
岡山県農林水産総合センター　畜産研究所　繁殖衛生研究グループ
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体細胞数が20万/ml以上の頭数が最も多
かったのは10月であり、全国的なデータと
似た傾向にあることがわかります。（図２）

図１　全国の月別体細胞数（SCC）の推移
（一般社団法人　家畜改良事業団HPより引用）

図２　岡山県内における体細胞数が20万/ml
以上の検定頭数　　　　　 　

　
３　乳房炎を発見する方法
　乳房炎は牛群検定成績で体細胞数が上昇
している牛や体調不良の牛から発見するこ
とが多いです。
　そこで、当所で行っている乳房炎に対す
る取り組みを紹介しますので、参考にして
ください。
　当所では毎月の牛群検定成績から体細胞
数が高い個体について乳房炎簡易診断テス
ト（PLテスト）を実施し、反応が強い個
体は細菌検査により細菌性の乳房炎かどう
かを判別します。
　当所では搾乳ロボットからの情報も活用

しており、乳房炎の疑いがある牛は「異常
乳」として通知されるため、極端な乳量の
減少や伝導率の急激な変動があった場合に
確認できるので、牛群検定成績と合わせて
活用しています。
　異常乳に該当する個体はPLテストの
実施等により個別に調べるようにしてい
ます。

４　乳房炎の主な原因と対策
　検査の結果、細菌性の乳房炎であった場
合には、搾乳機器の洗浄不足や不衛生な飼
養環境が主な原因と考えられます。
　一般に病原菌は搾乳機器や人から移行
する場合が多く、搾乳機器や手指の消毒、
乳頭を拭くタオルは１頭１枚以上にすると
いった衛生管理が重要です。
　なお、搾乳機器の洗浄が十分でも、過搾
乳によって乳頭口を傷つけてしまい、乳房
炎を引き起こす場合もあるので注意しま
しょう。
　また、搾乳時の衛生管理の他にも、敷料
をこまめに交換することで清潔な飼養環境
を確保することや、牛舎の規模に応じた頭
数を飼育して、牛が安心してストールで寝
られるようにすることも重要です。
　乳房炎が発生した場合、軽度な症状であ
れば乳房洗浄や乳房炎軟膏の投与を行い、
難治性であると判断した場合は盲乳の処置
もしないといけません。

５　最後に
　乳房炎対策を行うことは乳質改善に直結
しており、乳質改善は乳代（収入）にもつ
ながります。
　引き続き牛群検定成績等を活用しなが
ら、衛生面にも気を配り、体細胞数の上昇
している牛を早期に発見し、乳房炎対策や
乳質改善に取り組んでいきましょう。
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１　業務概要
　岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課は、
所長のもと６名体制で業務を遂行していま
す。県内で発生した家畜疾病について病理、
細菌、ウイルス、生化学部門の職員が各々
の知識と経験を生かして診断を行っていま
す。また、家畜疾病についての調査研究や、
県全体の病性鑑定技術の向上を目指した家
保職員向けの技術研修も行っています。

２　重要疾病への対応
（１�）BSE：令和６年度から96か月齢以上

の死亡牛検査がなくなり、BSEが疑わ
れる症状がある牛のみを検査すること
になりました。今後はBSE検査頭数が
大幅に減少するため、検査手技の継承
により検査体制を維持していくことが
重要となります。

（２�）高病原性鳥インフルエンザ：令和４
年度は県内養鶏場で４件発生しました
が、令和５年度は野鳥からウイルスが
検出されたものの農場発生はなく、穏
やかなシーズンでした。しかし今年度
は、過去最速で家きんでの国内発生が
確認され、以後発生が継続しています。
加えて県外では野鳥で続々とH5N1亜
型の高病原性鳥インフルエンザウイル
スが検出されています。当課では今年
度の机上および検査室での職員の動き
のシミュレーション、検査精度の管理
を終え、万全の検査体制をとっていま
す。この体制を稼働しなくて済むよう
に願ってやみません。

（３）豚熱およびアフリカ豚熱：平成30年、
豚熱が26年ぶりに国内養豚農場で発生
して以来、全国で発生が継続していま

すが、本県の飼養豚では発生していません。
しかし、野生いのししサーベイランスでは
令和６年２月から11月25日現在までに29頭
の野生いのししから豚熱ウイルスが検出さ
れています（図１）。

図１　�本県で豚熱感染野生いのししが確認された
地域（捕獲地点から半径10kmを円で示す：
令和６年11月26日現在）

　つまり、本県ではいつ豚飼養農場に豚熱
ウイルスが侵入してもおかしくない状況に
なっています。当課では飼養豚を対象とし
た豚熱抗体検査の実施を通して抗体の保
有状況を確認したり、豚熱ワクチン接種適
期の調査をしたりしています。今後も抗体
検査体制を維持するとともに、養豚農場に
とって大きな脅威であるアフリカ豚熱の侵
入に備え、迅速な病性鑑定体制の整備を継
続します。
　以上の重要疾病以外にも、野鳥からの感
染に注意が必要なアメリカにおける牛の高
病原性鳥インフルエンザの発生、先日国内
に侵入したランピースキン病と、今まで身
近でなかった疾病がクローズアップされた
令和６年でした。我々もアンテナを高くし、

〔家保のページ〕

岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課の近況紹介
岡山家畜保健衛生所
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それぞれの疾病について最新知見と発生時
の対応についての情報収集に努めていきま
す。

３　研究成果
　当課では病性鑑定業務と並び、調査研究
も重要な業務です。今回は、令和５年度の
岡山県畜産関係業績発表会の演題を１題ご
紹介します。

「子牛のPasteurella multocidaによる精巣
上体炎」
　精巣上体炎は、痛みと発熱を伴う陰嚢の
腫大が特徴の疾病です。一方、Pasteurella 
multocida（Pm）は、各種動物の口腔内等
に常在し、家畜の敗血症性疾患や二次感染
による呼吸器疾患を引き起こす細菌ですが、
牛の精巣上体炎からの分離報告はあまりあ
りません。しかし、令和５年10月に、岡山
県では３例目となるPmによる牛の精巣上
体炎が２か月齢の黒毛和種子牛で発生しま
した。当該牛は左右陰嚢の腫大を認め、抗
菌剤投与で治癒しなかったため、発見から
９日後に左右陰嚢内容を摘出しました。摘
出された陰嚢内容の大きさは、左が13×
5cm、右は17×5cmで、右が特に顕著に腫
大していました（図２）。

L R

図２　�陰嚢内容の外貌（左）と右陰嚢の割面（右）：
粘稠性のある膿汁を含む大型の嚢胞が認
められた（矢印）

　陰嚢内容に割面を入れたところ、精巣上
体が腫大していました。精巣、精巣上体、
尿からPmが分離され、分離菌は多くの薬
剤に耐性でした（表１）。精巣の組織をPm

に対する抗体で染色すると、病変部に陽性
反応が多数認められ、原因がPmであるこ
とが確認されました。またPmのPFGE（遺
伝子型別方法の１種）の結果、県内で発生
した精巣上体炎３症例由来株と過去の呼吸
器病１症例由来株の相同性が高く、近縁な
可能性が考えられました。

表１　薬剤感受性試験成績

Ｓ：感性，Ｉ：中間，Ｒ：耐性

　一方、MLST（別の遺伝子解析方法）で
は、３症例の精巣上体炎由来株と、過去の
呼吸器病由来株計11株のうち７株が同じ型
に分類されました。以上の結果から、精巣
上体炎の３症例は、牛の上部気道に常在す
るPmが精巣上体に迷入して精巣上体炎の
形成に関与したと考えられました。これま
でに当所で検査を実施した牛精巣上体炎３
症例は全てPmが関与しており、Pｍが牛の
精巣上体炎の原因として重要な可能性があ
ります。今後は当該疾病の発生状況や病態
を解明していくために、症例を蓄積してい
く必要があります。

４　最後に
　今年は夏場に牛の下痢や呼吸器病が連
続して発生し、原因究明に大忙しとなりま
した。令和６年夏の格別な暑さに晒され、
ストレスで免疫力が落ちて感染症にかかり
やすい状態だったのかもしれません。我々
も身近に迫る重要疾病の脅威に常に晒され
ストレスがたまりがちになりますが、気力
体力落とすことなく、多様な試験研究課題
と格闘しつつ、常に早期・迅速診断による
蔓延防止のために前向きに取り組んでいく
所存です。
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　こんにちは。NOSAI岡山美作家畜診療
所蒜山出張所に勤務しております、舩越史
佳と申します。出身は岡山県新見市です。
女性としては背が高いほうで、身長が175
㎝あります。大学時代、所属していた研究
室の先生に、「背の高い女子は、腕が細長
くて直検がやりやすいから、牛の獣医に向
いているよ。」と言われ、それを真に受け
て産業動物獣医師になりました。初めてお
会いする農家さんに、「先生背が高いなあ、
バレーかバスケをやっとったん？」と言っ
ていただくことがありますが、スポーツと
は縁遠い人生を送ってきており、運動神経
は悪いほうだと思います。牛舎の中ではよ
く柱やパイプラインに頭をぶつけてしまい
ます。
　NOSAI岡山には2023年４月に採用され、
岡山市北区建部町にある生産獣医療支援セ
ンターで１年半勤務しました。昨年の９月
から美作家畜診療所蒜山出張所に配属とな
り、なんとか新しい勤務地にも慣れてきた
ところです。
　さて、蒜山出張所の管内では、ジャージー
種を飼養している酪農家が多く、成牛の診
療は半分以上がジャージー種です。蒜山に
異動してきてすぐの頃、とある農家さんに、

「先生、ジャージーは低カルですぐヘタる
けん、カルシウムは車にいっぱい積んどか
んといけんで」と言われたのですが、本当
にその通りだなと感じます。ジャージー種
はホルスタイン種と比べて、約６倍も低カ
ルシウム血症の発生率が高いと言われてい
ます。産後の起立不能はもちろんですが、
ジャージー種では、産褥期以外にも、下痢
やその他の食欲不振時において、低カルシ
ウム血症による起立不能に陥ることが多く
あります。また、産後に起立不能になった
ジャージー種は、カルシウム剤を投与する
とわりとすぐに起立してくれる印象がある

のですが、半日後には再び起立不能になっ
てしまうということも少なくありません。
ジャージー種の低カルシウム血症に関して
は、ホルスタイン種よりも手厚い治療をす
る必要があると感じています。
　ジャージー種に限らず、分娩前後の低カ
ルシウム血症（乳熱）は、ケトーシスや第
四胃変位、胎盤停滞といった周産期疾病の
発生リスクを増加させるとともに、繁殖に
も影響し、生産性を低下させるため、予防
できるに越したことはありません。以下に、
分娩前に行える予防法を簡単にまとめてみ
ます。
１．ビタミンＤ３筋肉内注射
　分娩３～５日前に注射します。簡単です
が、効果は不安定です。
２．乾乳期中のカルシウムの給与法
　乾乳前期はカルシウムをしっかりと給与
し、乾乳後期はカルシウムの給与を制限す
ることで骨から血液中にカルシウムを動員
しやすくします。
３．乾乳後期のDCAD利用
　飼料中の陽イオン（ナトリウム、カリウ
ム）、陰イオン（塩素、硫黄）のバランス
で乳熱を予防する方法です。DCAD＝（ナ
トリウム＋カリウム）－（塩素＋硫黄）で
計算し、DCADをマイナスにすると、血液
が酸性になり、分娩時に骨から血液中へカ
ルシウムを動員しやすくなります。カリウ
ムの高い粗飼料を給与しない、硫黄を含む
天然石膏を給与する、カリウムが高い場合
はマグネシウムの添加剤を利用する、など
で対応できます。この方法を利用する場合
は飼料設計者と相談してください。
　この他にも様々な対策方法があります。
私も一緒に勉強しながら考えていきたいと
思いますので、「ジャージーが低カルにな
るのは仕方ない」と諦めず、是非お気軽に
ご相談いただければ幸いです。

〔共済だより〕

家畜診療日誌
美作家畜診療所　蒜山出張所　舩越　史佳
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１　自己紹介
　私は1996年に岡山市で生まれ、岡山県立
岡山工業高等学校を卒業するまで岡山で
育ちました。高校卒業後は、栃木県にある

（株）本田技術研究所四輪R&Dセンターに
就職し、EU向けの車のディーゼルエンジ
ンの研究開発に携わっていました。
　2018年に新見市千屋で和牛繁殖農家を営
んでいた祖父の後継者として就農しまし
た。就農時点で繁殖７頭、水稲60aの規模
でしたが、2021年に牛舎を新築し、現在は
繁殖25頭、放牧地10ha、牧草地２haまで規
模を拡大しました。現在の取組みとして、
一部一貫経営で数頭肥育し精肉販売まで行
う“安定的な６次化経営”に挑戦していま
す。また祖父の代から継続して、地元農
家さんの肥育牛30頭の委託管理も敷地内で
行っており、合計約80頭を一人体制で管理
しています。
　また、児玉家は安永（1772 〜 1781）の
時代から続いている家系で私は10代目に当
たり、家系図には千屋牛を造成した太田辰
五郎（1802 〜 1854）の側近として先祖が
関わっている記録があります。そういった
背景も相まって祖父・私共に人一倍千屋牛
へのこだわりを持っています。

２　就農のきっかけ
　幼い頃から祖父のこだわりを近くで見て
きた影響で、将来は「こだわったものづく
り」ができる職に就きたいと志すようにな
り、進路の選択肢に和牛農家もありながら、
当時好きだった自動車の研究開発職に一度
就職しました。企業に就職することで組織
に所属することの良し悪しを学ぶことがで
きました。結果、自分が思い描く「こだわっ
たものづくり」ができないと感じ、もう一
つの選択肢だった和牛農家の道を決意する
ようになります。就農に至る２年ほど前
から会社の連休の度に千屋に赴き、血統や
牛肉に対する祖父のこだわりへの理解を深

め、同時に継ぎたい気持ちを伝え続けてい
ました。そんな中、ある日祖父から電話が
あり、「腰を手術しないといけなくなった
から、帰ってくる気持ちがあるならすぐに
帰ってきてくれ」と伝えられ、二つ返事で

「分かった、明日辞表を出してくる」と返
事をしたのが和牛農家人生の幕開けとなり
ました。人生の転機というものは突然やっ
てくるものだなと実感した瞬間でした。

３　一貫経営　牛肉のこだわり
　名実共に「千屋牛たらしめる牛」をテー
マに生産しています。千屋牛の成り立ちを
遡り簡潔に表すと竹の谷蔓牛の母体に但馬
牛を掛け合わせた牛が大赤蔓と呼ばれ、後
の千屋牛の基礎となったことが、古い文書
に記されています。児玉牧場ではそのルー
ツに則り独自で血統にルールを設けて牛づ
くりをしています。また、千屋に牧場があ
るので、ルーツに則った千屋牛を、千屋で
産ませ千屋で育てる事ができる環境が整っ
ています。
　また、個人的にBMS No. ３～６の牛肉
が一番美味しいと感じています。小学生の
頃から祖父に色々なBMS No.と血統の組み
合わせの牛肉を食べさせて貰い、自己投資
で名誉賞牛のコース料理なども食べてきた
経験から、赤身の旨味と脂肪の甘み・香り
をバランスよく感じられるのがこの規格且
つ、祖父の残してきた血統だと思ってい
ます。

〔畜産現場の声〕

祖父から受け継いだ千屋牛
新見市　児玉牧場　児玉　亮河
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　サシの改良が進んだ現代の和牛と違い、
敢えてビタミンフリーで肥育する事でBMS 
No.を抑え、牛も健康的に飼育する事を狙っ
ています。以上のように血統・産地・BMS
についてとことん追求し、自分が美味しい
と思える牛肉を同じ価値観の方と共有した
いと考えています。

４　今後の展望
　自己紹介でも触れましたが、「祖父から
受け継いだ千屋牛」での６次化経営を加速
させる挑戦を継続していくつもりです。直
近の目標として、肥育牛の出荷頭数を増や
していきたいと考えています。そのため
の出口戦略として、ホームページやSNSな
どを活用して児玉牧場の事をより多くの方
に知っていただき、先代から続く、こだわ
りぬいた千屋牛を味わっていただきたいと
思っています。
　将来的な目標としては、現代のBMS No.を
優先した牛づくりに捉われない、児玉牧場
ならではの牛づくりを確立することです。

「児玉牧場の牛肉は美味しい」とより多く
の人に言ってもらえるよう精進します。
　なお、次回の精肉販売は2025年の夏ごろ
に予定しています。出荷予定の牛は、祖父
が遺したこだわりの千屋牛になります。18
歳の経産肥育牛という一風変わった牛です
が、白黒写真時代の種雄牛を彷彿とさせ
る牛で、祖父・私共にお気に入りの牛で
す。出荷後は精肉業者と綿密な打ち合わせ
をし、カットの方法やどうしても出る固い
部位の扱いなどを決める事で、固い肉質で
敬遠されがちな18歳の牛でも、味の濃さと
食べ易さを両立させた牛肉に仕上げる事を
可能にしています。興味のある方はホーム
ページやSNS等からご連絡ください。

児玉牧場ホームページ
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　令和３年からの社会情勢の変化による飼料費・資材費の高騰により酪農環境は厳しい
状況が続いている中ではありますが、乳価の引き上げもあり明るい兆しもあります。
　このような情勢の中で本年度上期を終えた今、現況の乳量や生乳検査成績を通して乳質
を紹介します。

１．生乳生産量（生乳検査対象乳量）
　図１は、令和４～令和６年度上期までの
岡山県の生乳生産量の推移です。今期生産
量は45,327トンで、対前年同期比98.3％と
なっています。
　４月から５月については、前年より僅か
ながら増加していましたが、６月以降減少
していることから分娩頭数・暑さ等による
影響があったと考えられます。
　中国地区５県の生産量は対前年同期比101.2％でした。

２．乳成分
（１）乳脂肪率の推移
　図２，図３は、ホルスタイン種及びジャージー種の令和４年度から令和６年度の、乳脂
肪率の推移です。ホルスタイン種は、上期は昨年度よりやや高く、ジャージー種は４月か
ら６月は昨年度よりは高いものの、７月～９月は低く推移しました。

（２）無脂固形分率の推移
　図４，図５は、ホルスタイン種及びジャージー種の無脂乳固形分率の推移です。
ホルスタイン種は、４月～６月までは昨年度並みに推移しましたが、７月から８月は前年
度より低めとなりました。ジャージー種は４月以降に昨年度より低い値で推移しており、
暑さの影響も可能性がありますが、他の要因についても探る必要があると思われます。

〔生乳検査NOW〕

生乳検査ＮＯＷ：令和６年度上期
（一社）岡山県畜産協会生乳検査センター

図１　生乳生産量の推移（岡山県）

図２　ホルスタイン種乳脂肪分の推移 図３　ジャージー種乳脂肪分の推移
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３．体細胞数
　図６は、本年度上期の中国地区各県の体細胞数30万未満／mlの適合率を、各月別にみた
ものです。
　鳥取県は、適合率が90.4％～ 85.2％で推移しているのに対し、岡山県は77.9％～ 59.0％と
鳥取県と比較して約12.5％から26％低く推移しています。また、６月以降中国地区でも鳥取
県を除いて各県とも大きく適合率が下がっています。
　図７は、本年度上期の体細胞数適合率を、岡山県の地区別にみたものです。令和６年度
上期の平均で見ると70％以上であったのは真庭地区、びほく地区、の２地区にとどまり、
西大寺地区、備南地区、東部地区、津山地区は70％以下の適合率となっていました。特に、
７月以降大きく下がり平均を下げる結果となりました。

４．細菌数
　図８は、岡山県の地区別の細菌数10万未
満／ mlの適合率を、地区別に令和５年度及
び令和６年度を対比した表です。びほく地
区、真庭地区以外では令和５年度よりも若
干適合率が上がりました。令和６年度95％
以上であったのはびほく、備南、津山、真
庭地区に対して、西大寺地区94.0％、東部
地区93.6％と若干低い適合率となりました。

　暑さが10月まで続く中、大きな課題として乳牛の管理を含めた暑さに向けての対策の重
要性が増してくると思います。

図４　ホルスタイン種無脂乳固形分の推移 図５　ジャージー種無脂乳固形分の推移

図６　県別体細胞数適合率（R６年度上期） 図７　地区別体細胞数適合率（R６年度上期）

図８　地区別細菌数適合率比較表（R６、R５上期比較）
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　株式会社福田種鶏場は、経営の合理性、近代化
に向けた積極的な取り組みが評価され、第64回
岡山県農林漁業近代化表彰を受賞しました。同社
は、赤磐市にある種鶏場での効率的な運営や、
岡山市東区の孵卵施設を拠点に広域にわたる雛の
供給網を確立し、流通の迅速化と安定供給を実現
しています。また、90年以上の歴史を誇る同社は、
時代に合わせた経営改革を進め、特に平成11年の
育成期と成鶏期の分業体制への移行、令和２年の
孵卵施設の新築など、積極的に経営改善を進めています。さらに、最新のオランダ式シス
テムを導入した孵卵施設では、高品質かつ省力的な雛の生産が行われており、年間出荷羽
数は20年前の1,300万羽から2,700万羽に倍増しました。また、強い農業・担い手づくり支援
事業を活用した設備投資により、生産基盤の強化を図り、令和５年度には利用効率100.7％を
達成しています。地元雇用の促進や、働きやすい職場環境の整備にも注力しており、クラ
ウド勤怠管理システムを導入することで、経営の透明性と効率化を進めています。さらに、
社是「よい雛」を掲げ、技術革新を追求。全国のチャンキー種の生産成績コンテストで日本
一に輝くなど、業界内での地位を確立しています。今後も、同社のさらなる発展と地域貢
献が期待されます。

　令和６年11月28日に開催された令和６年度全国優良畜産
経営管理技術発表会において、平野耕平氏が「自給飼料を
軸に地域とともに、家族でやっていく」と題して発表し、
農林水産大臣賞を受賞されました。審査では、①粗飼料の
８割以上を自家生産して、低コスト化を実現しながら、家族
４人で堅実な経営を行っていること、②乳牛にとってスト
レスの低い放し飼い方式コンポストバーンを採用して良好
な産乳成績を上げていること、③畜産で大きな問題となる
糞尿は農場内で発酵処理し、自給飼料生産や近隣農家の野
菜生産等、多面的に有効に利用していること、④地域の洋菓子製造業者が牧場の生乳を利
用したジェラートの生産を行うなど、町のふるさと納税品に採用されていること等が評価
されました。受賞にあたり平野夫妻は、「これまで酪農経営を継続できたこと、そして、今
回の受賞は、地域の畜産農家や園芸農家、他産業の皆様からのご協力、おかやま酪農業協
同組合、関係行政、畜産協会等の皆様からの日頃からのご支援があったからこそと改めて
感じております。」と述べられました。

〔お知らせ〕

株式会社福田種鶏場 山上祐一郎社長、
第64回岡山県農林漁業近代化表彰を受賞！

平野耕平・博子夫妻（笠岡市・酪農経営）が
農林水産大臣賞を受賞！
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　今までは良質かつ安価な食品をある程度
安定的に購入できたが、資材費、輸送費、
賃金等の上昇に加え、円安や世界情勢の変
動等により食品の価格も上がる一方だ。
　近所のスーパーに買い物（荷物持ち）に
出掛けてびっくり、新米は５kg 3,300円
以上、キャベツは一玉400円、値上げして
いないと思えば、数量、分量が減っている
ステルス値上げ、コーヒーにパン、チョコ
も……。100円、200円のものが1.5倍から
２倍になると、大きく値上がりしたと感じ
てしまう。広告の品とか半額ステッカーに
目が留まるようになり、売り場を回る強者

（主婦）との競争だ。買い物かごに一つキー
プしてからより良い品物を選ばないと、手
を放したら即アウト。女房の日頃の苦労を
実感させられる。
　また、ビールのツマミでもと思っても、
安価な総菜は要注意だ。総菜の中には中国
製造や中国産食材のオンパレード。茄子
のはさみ揚げやアジの南蛮漬けも中国製造
で、バックヤードで揚げるだけなのか？
　どうして国産の食材があるのに、冷凍物
など、わざわざ外国産を使うのか。価格が
安いというけれど、輸送コストも掛かるし
地球規模で考えると無駄が多い。
　国民が安価なものを選択する結果と言わ
れてもしかたないが、国産国消で農業を支
援しないと、結局は自分の首を絞めること
にならないか。５年先、10年先を見据えた

対策を講じないと、安定した食生活は維持
できない。家庭での消費だけではなく、外
食産業においても国産国消を推進すべきで
あろう。
　食生活に限らず、各家庭において、どん
な暮らしをしたいのか、それにはこの先い
くら必要なのか、生活設計を立て、収入と
支出のバランスをとらないと、いざという
とき困るのは言うまでもない。
　今春に策定される食料・農業・農村基本
計画では、食料安定供給の確保を図るため、
農業の持続的発展と多面的機能を柱に、生
産基盤の維持、農山漁村の活性化を図る具
体的な施策、対策を期待する。
　農業の現場においては、地域に生産集団
組織を整備し、労働環境や給与条件を整え
る必要があろう。生活できるだけの収入と
余暇を楽しむ時間を確保しないと、だれが
農業を担ってくれよう。もちろん、家族経
営への補助や後押しも重要だ。高齢化や担
い手の不足が加速している現状を踏まえる
と、待ったなしの状況だ。国の礎は、農業
にあると今更ながら強く思うのである。
　畜産協会が実施する経営指導では、まず
は、個々の農家が目指す経営方針・運営計
画を明確にし、農家と指導機関が共有する
ことだ。そして、実現のためのロードマッ
プを着実に推進・支援することが重要だ。
　おのずと、今、できること、すべきこと
が明らかになる。

〔センムのヒトリゴト〕

今　できること　すべきこと
一般社団法人岡山県畜産協会　中塚　陽二郎



謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

岡山県養豚振興協会
会長  梶田 謙二

事務局　岡山市北区磨屋町９－１８　岡山県農業会館
　　　　（一社）岡山県畜産協会内　（０８６）２３４－５９８１

檜尾　康知
三宅　穣次

謹　賀　新　年

謹　賀　新　年
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会長  中村　金一
役職員一同

謹　賀　新　年
公益社団法人 岡山県獣医師会

〒700-0973　岡山市北区下中野350̶103
TEL （086）243－1879 FAX （086）241－8543 http://www.oka-vet.or.jp/

謹　賀　新　年

会長理事  宮武　  博
〒７００－０８２６　岡山市北区磨屋町９番１８の４０１号（岡山県農業会館）
ＴＥＬ（０８６）２２２－３２１８　　ＦＡＸ（０８６）２２６－３４４３

農家のための優良保証機関
岡山県農業信用基金協会

謹　賀　新　年

理事長  坂本　修三
役職員一同

〒７００－０９７３　岡山市北区下中野３５０－１０３
ＴＥＬ（０８６）２４１－４７３３　　ＦＡＸ（０８６）２４１－４７２２

（一社）岡山県配合飼料価格安定基金協会
畜産経営の安定に寄与する

会長  狩谷 和宏
　　　役員一同

岡山県家畜人工授精師協会
謹　賀　新　年

当協会は家畜改良増殖の促進と家畜人工授精技術の向上を通じて、
岡山県の畜産振興に尽力します。
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西日本興農株式会社
〒708-0841　津山市川崎86-1

TEL 0868-26-1180　FAX 0868-26-6836

畜産機械器具、資材取扱
謹　賀　新　年

代表取締役　柿 本 平 三

謹　賀　新　年

役　員　一　同
会長　安　原　健　二

謹　賀　新　年

岡 山 県 孵 卵 協 会
会長　山　上　祐一郎

謹　賀　新　年
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3Vol.60 No.000

８８

お問合せ：（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）　TEL03-6206-0846

畜産現場の“今”を30分の番組にしました！
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください！

 ： 容内の中信配

◀スマートフォンからはこちら
▼パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

（公社）中央畜産会からのお知らせ

総集編 思いが繋ぐ畜産の未来／明る
い未来へ向けて畜産DXの取り組み／
乳用牛改良の取り組み／地域ぐるみ
で国産飼料生産！　ほか

謹  賀  新  年
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謹 賀 新 年
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謹　賀　新　年

謹　賀　新　年

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 
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 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 
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〒701-1521 岡山県岡山市北区日近726

Tel.086-295-9230　Fax.086-295-9240

Email : jyuchiku-info@po.oninet.ne.jp
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　地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。

【岡山県養豚振興協会】「2024津山城もみじまつり　
ご当地グルメフェスティバル」に出展しました！
　津山市の津山城で開催された2024津山城もみじまつり　ご当地
グルメフェスティバルに、11月16日（土）、岡山県養豚振興協会が出展
しました。県産豚肉の串焼きと、黒豚のフランクフルトを販売し、県内の
養豚業に親しみをもっていただけるよう、PRのチラシも併せて配布しま
した。ご購入いただいた皆さまからは、「串焼き、ジューシーでとっても
美味しい！」「フランクも旨みたっぷりで大満足」「近くに養豚場がある
のを初めて知りました。美味しいので購入します。」などの感想をいただ
きました。販売中、多くの方にリピートしていただき、盛況に終わりました。

中島みゆきの「糸」という曲はご存知だろうか。先日、県北で
山歩きをした後、車で帰途についていた。前方に横断歩道
が見え、そこに3人の小学生が渡るタイミングをはかってい
た。私は車を停め、その小学生を渡らせた。彼らが渡りきり、
車を走らせようとしたその瞬間、彼らは私に向かって深 と々
お辞儀をしたのである。私は胸が熱くなり、窓を開けて、「こち
らこそ、ありがとう。気をつけて。」と思わず彼らに言ってしまっ
た。今、先行きが不安定な時代で、誰もが少なからず心に傷
を抱えて生きている。そんな中で、彼らの「ありがとう」という
感謝の気持ちは一本の「糸」となり、誰かの心にまで届いて
いくのだろう。その糸が絡み合い、やがて織りなす布は、きっ
と人々の傷を癒し、優しく包み込むことができる。そんな温か
い一年であってほしい。（H.F）

あとがき

ホ ッ ト ニ ュ ー ス
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新見市　児玉　亮河さん（和牛繁殖）

〔共済だより〕
　家畜診療日誌
　　　美作家畜診療所　舩越　史佳 16
〔畜産現場の声〕
　祖父から受け継いだ千屋牛
　　　新見市　児玉　亮河 17
〔生乳検査NOW〕
　生乳検査NOW：令和６年度上半期
　　　（一社）岡山県畜産協会生乳検査センター 19
〔お知らせ〕
・株式会社福田種鶏場　山上祐一郎社長、
　第64回岡山県農林漁業近代化表彰を受賞！
・平野耕平・博子夫妻（笠岡市・酪農経営）が
　農林水産大臣賞を受賞！ 21
〔センムのヒトリゴト〕
　今　できること　すべきこと
　　　（一社）岡山県畜産協会　中塚　陽二郞 22

新年にあたって
　　　（一社）岡山県畜産協会
　　　　　代表理事会長　柴田　範彦 1
年頭の挨拶
　　　岡山県農林水産部畜産課
　　　　　畜産課長　森分　哲彦 2
〔新春座談会〕
　「県内和牛経営者の連携強化で厳しい畜産情勢を生き抜く」
　～労働環境の向上と新たな組織体制の構築に向けて～
　　　（一社）岡山県畜産協会 3
〔家畜衛生〕
　家畜伝染病対策について
　　　岡山県農林水産部畜産課 10
〔技術のページ〕
　乳房炎による損失を減らすために
　　　農林水産総合センター畜産研究所 12
〔家保のページ〕
　岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課の近況紹介
　　　岡山家畜保健衛生所 14

生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。
株式会社　きびじ酪農運輸　　代表取締役　笹野　英明
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